
ようこそ “喫茶あけぼの”へいらっしゃいませ

会員になるには
◆ 条　件

入会手続き
センターでは月に一度、入会説明会を行っています。
（希望する仕事、職歴、資格免許、健康状態などをお伺いいたします。）

説明会開催日　毎月第３水曜日（準備のため、事前にお申込みください。）
時 間　午後１時30分から（１時間30分程度）
場 所　本部２階会議室（筆記用具をご持参ください）

入会説明会に出席の後、「会員登録申請書」「入会誓約書」「個
人情報の取扱いに関する同意書」本人名義のゆうちょ銀行口
座番号の登録と年会費を納めていただきます。センター理事
会の承認を受けてから正式に会員となります。

北名古屋市内にお住まいの
おおむね60歳以上の方
健康な方
働く意欲のある方
入会説明会にご出席いただき
センターの趣旨に賛同された方
年会費2,000円（10月以降の
入会者は1,000円）を納入して
いただける方

①

②
③
④

⑤

長年培った経験・技能を
活かして、生きがい充実や社会参加を希望する方の入会をお待ちしています。

「生涯現役社会」の到来です。
あなたも会員に！

ホームページをリニューアルしました！　http://kitanagoya-silver.jp/
お申込み・お問合せは　北名古屋市シルバー人材センター 本部 21-0810 東支所 21-3103



皆
さ
ま
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
健
や

か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢

者
の
生
き
が
い
の
充
実
、
社
会
参
加
に
よ

る
地
域
社
会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
活
動

し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
の
ま
ち
も
、
い
よ
い
よ
超
高
齢

社
会
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
会
員
の
日

ご
ろ
の
活
躍
が
、「
生
涯
現
役
社
会
」
を
実

現
す
る
第
一
歩
と
考
え
、
私
た
ち
の
仲
間

を
一
人
で
も
多
く
作
り
、
地
域
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
努
め
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
の
受
注
件
数
は
、
徐
々
に
増
え

て
き
て
お
り
、
少
し
明
る
い
兆
し
を
み
せ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ

る
に
は
、
信
頼
さ
れ
る
仕
事
を
行
う
と
と

も
に
新
た
な
就
業
開
拓
を
進
め
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
ご
利
用
い

た
だ
い
た
市
民
の
皆
様
か
ら
は
、「
大
変
助

か
り
ま
し
た
。
次
の
お
仕
事
も
お
願
い
し

た
い
。」
と
、
お
聞
き
す
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
。

さ
て
、
昨
年
四
月
か
ら
始
め
て
お
り
ま

す
「
高
齢
者
生
活
支
援
事
業
」
は
、
三
十
分

以
内
で
行
え
る
軽
度
の
家
事
等
を
ワ
ン
コ

イ
ン
（
五
百
円
）
で
支
援
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
利
用
さ
れ
る
方
も
着

実
に
伸
び
、
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
七
月
か
ら
の
「
喫
茶
あ
け
ぼ
の
」

も
、
憩
い
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て
歩
み
は
じ

め
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

年
間
を
通
し
て
、
就
業
の
開
拓
と
新
会

員
の
加
入
促
進
を
図
り
、
信
頼
と
親
し
み

の
あ
る
セ
ン
タ
ー
と
し
て
継
続
で
き
る
よ

う
、
会
員
と
力
を
合
わ
せ
、
役
員
一
同
、
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

会
長
　
森
川
　
孝
一

第
十
回 

北
名
古
屋
市
シ
ル
バ
ー
の
日

平
成
二
十
七
年
十
月
十
日（
土
）

北
名
古
屋
市
文
化
勤
労
会
館
大
ホ
ー
ル

「
第
十
回
北
名
古
屋
市
シ
ル
バ
ー

の
日
」
は
、
午
前
八
時
三
十
分
に
受

付
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
班

長
、
副
班
長
さ
ん
が
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
記
念
品
を
会
員
さ
ん
へ
渡
し
、

会
場
へ
案
内
し
ま
し
た
。
会
員
約

四
百
六
十
名
の
参
加
を
得
て
午
前
九

時
か
ら
渡
辺
春
代
会
員
の
司
会
で
、

第
一
部
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
始
ま
り

ま
し
た
。

「
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
」
と

題
し
、
市
健
康
課
・
柴
田
悦
代
保
健

師
の
進
行
で
、
小
野
口
香
管
理
栄
養

士
、
佐
藤
恵
子
歯
科
衛
生
士
、
和
田

シンポジウム会場内の様子

シンポジストの皆様 進行は柴田悦代保健師

あ
け
ま
し
て

　
　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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シルバーだより　きたなごや ２



長瀬市長から祝辞を受ける

森川会長から表彰を受ける勝村義則さん

アンダンテ・ウインド・オーケストラの皆さん

昌
樹
健
康
運
動
指
導
士
の
三
名
の

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
会
場
が
一
緒
に

な
り
、
健
康
寿
命
を
の
ば
す
秘
訣

を
様
々
な
観
点
か
ら
、
ク
イ
ズ
形

式
で
楽
し
み
な
が
ら
知
識
を
深
め

ま
し
た
。

続
い
て
、
記
念
式
典
の
部
に
移

り
、
杉
山
副
会
長
の
開
会
の
辞
、

森
川
会
長
の
主
催
者
挨
拶
の
後
、

長
瀬
保
市
長
、
長
瀬
悟
康
市
議
会

議
長
、
水
野
富
夫
県
議
会
議
員
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
懇
篤
な
る
ご
祝
辞
を

賜
り
ま
し
た
。

次
に
、
顕
彰
に
入
り
、
ま
ず
優

良
会
員
に
、
賞
状
と
記
念
品
（
女

性
部
会
作
製
の
エ
コ
バ
ッ
グ
）
が

森
川
会
長
か
ら
贈
ら
れ
、
会
場
の

会
員
か
ら
受
賞
者
の
皆
さ
ん
に

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

（
受
彰
者
名
は
、
下
段
に
記
載
し

ま
し
た
。）

ま
た
、「
ふ
れ
あ
い
農
園
事
業
」

に
多
大
な
ご
協
力
を
頂
い
て
い
る

三
名
の
方
々
に
感
謝
状
と
記
念
品

を
贈
呈
す
る
と
と
も
に
、
七
月
の

安
全
就
業
強
化
月
間
中
に
募
集
し

ま
し
た
安
全
標
語
百
四
十
六
点
の

中
か
ら
安
全
保
健
委
員
会
で
優
秀

作
品
に
選
ば
れ
た
五
名
の
会
員
に

エ
コ
バ
ッ
グ
の
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
、
昨
年
も
好
評

だ
っ
た
「
ア
ン
ダ
ン

テ
・
ウ
イ
ン
ド
・
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
」
の
若
い

皆
さ
ん
の
演
奏
を
楽

し
み
、
最
後
は
会
場

か
ら
の
ア
ン
コ
ー
ル

で
、「
高
校
三
年
生
」

を
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と

一
緒
に
歌
い
ま
し
た
。

午
後
は
、
市
民
の
皆
様
に
も
入

場
し
て
い
た
だ
き
、
恒
例
の
大
正

琴
・
詩
吟
・
ダ
ン
ス
・
カ
ラ
オ
ケ

の
各
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る

芸
能
発
表
と
福
引
抽
選
会
を
行
い
、

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ロ
ビ
ー
で
は
、
盆
栽
・

写
真
の
両
ク
ラ
ブ
作
品
の
展
示
、

女
性
部
会
・
木
工
部
会
・
ふ
れ
あ

い
農
園
部
会
の
販
売
と
喫
茶
あ

け
ぼ
の
の
コ
ー
ヒ
ー
販
売
が
行

わ
れ
、
多
く
の
皆
さ
ん
で
賑
わ
い

ま
し
た
。（
写
真
／
写
真
ク
ラ
ブ
）

優 良 会 員

鴨田第二班
勝 村 　 義 則
寺 嶋 　 定 夫

鴨田第三班
渡 邊 　 静 子
山 口 　 晴 基

白　木　班

宮 本 　 泰 宏
伊 藤 　 勝 治
村 瀬 　 友 雄
児 島 　 君 子

栗　島　班

河 合 　 明 弘
上 本 　 宗 照
中 島 　 行 雄
佐 野 　 正 義
川 島 　 智 子
安 井 　 雅 紀
中 島 　 正 子

五条第一班

山 田 　 玲 子
宮 地 　 明 彦
筒 井 　 幸 子
田 子 　 春 美
藤 代 　 洋 子
花 澤 ヨ ツ 子

五条第二班 江 口 　 邦 子
西春第一班 野 々 山 峯 次

西春第二班
山 下 智 代 子
入 江 　 照 子
田 川 　 紀 行

西春第三班

辻 　 喜 代 松
髙 橋 外 喜 子
日下部シズ子
犬 飼 千 代 子

鹿 田 北 班

井 上 　 伸 敬
眞 村 　 　 勲
中 村 　 三 郎
水 田 　 敬 子

鹿 田 南 班

伊 藤 　 洋 子
清 水 　 章 光
土 田 し げ の
石 田 鉱 一 郎

熊之庄西班 清 水 　 満 雄

熊之庄東班
鈴 木 　 三 男
野 間 ト シ 子
後 藤 　 浩 子

六 ツ 師 班

山 中 　 鋹 一
植 村 　 悦 子
花 田 　 政 司
岩 越 　 秀 男

訓 原 北 班 伊 藤 　 淳 一
渡 邉 　 朝 子

訓 原 南 班

藤 原 世 智 子
伊 東 ケ サ ノ
幡 司 　 祝 子
山 田 　 光 子
林 　 香 一 郎

（敬称略・順不同）

北名古屋市シルバーの日に表彰された方々は次のとおりです。
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市内に居住されている概ね65歳以上の独り暮らしの方と
高齢者世帯です。
○掃除・洗濯・布団干し・食事の支度・買い物
○カーペットの敷き替え・電球、蛍光灯の取替え
○花、植木の水遣り・衣類の入替え・お墓周辺の除草、掃除など

支援対象者

支 援 内 容

○1人当たりの作業時間が30分未満のお仕事は500円。
○60分未満のお仕事は、1,000円となります。利 用 料 金

30分以内で
行える

軽度の家事なら
ワンコインで
OKです。

30分以内で
行える

軽度の家事なら
ワンコインで
OKです。

（月～金  9：00～ 16：00）

高齢者生活支援事業

高齢者生活支援 専用電話  ☎23-1051

日常生活でお困りの方
 　　一度、ご相談ください。
日常生活でお困りの方
 　　一度、ご相談ください。
日常生活でお困りの方
　　 一度、ご相談ください。
日常生活でお困りの方
　　 一度、ご相談ください。

憩のオアシス

営業時間/ 9：00～ 15：30 
（定休日：土・日・祝祭日） ☎21-3103

内覧会にて　長瀬保市長にご来店いただきました

軽食提供時間 11：00～14：00

280円280円
あけぼの
喫茶

うどん350円

カレー
350円 軽食セット500円軽食セット500円

東支所内にオープン！

○モーニングサービス
　9：00～11：00
  （コーヒー・ゆで卵・トースト）

○モーニングサービス
　9：00～11：00
  （コーヒー・ゆで卵・トースト）

※お得な、10枚つづり
　「コーヒー・チケット」
　　　　…2,500円

十
月
二
十
三
日
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
事
業

の
一
環
と
し
て
、
名
古
屋
市
高
年
大
学

鯱
城
学
園
　
鯱
城
ホ
ー
ル
に
お
い
て
愛

知
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
推

進
交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
功
労
者
に
対
し
、
顕
彰
が
行
わ

れ
、
当
シ
ル
バ
ー
か
ら
は
次
の
方
々
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
・
順
不
同
）受賞者の皆さん　“名古屋おもてなし武将隊”といっしょに

愛
知
県
知
事
表
彰

愛
知
県

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
連
合
会
会
長
表
彰

（
五
条
第
一
班
）

（
熊
之
庄
西
班
）

上
野
　
利
雄

近
藤
い
ち
子

・
模
範
会
員

（
西
春
第
一
班
）

（
訓
原
南
班
）

（
五
条
第
二
班
）

（
白
木
班
）

（
西
春
第
二
班
）

（
鴨
田
第
二
班
）

（
栗
島
班
）

（
鴨
田
第
二
班
）

（
五
条
第
一
班
）

（
鹿
田
北
班
）

（
熊
之
庄
西
班
）

（
熊
之
庄
東
班
）

 (

訓
原
南
班)

岩
本
　
文
寛

牛
田
　
　
隆

加
藤
　
福
益

野
口
　
邦
夫

村
瀬
み
つ
江

山
田
　
金
雄

福
永
　
幸
子

杉
山
　
茂
樹

堀
江
カ
オ
ル

早
川
　
　
亘

日
比
　
敏
子

堀
部
須
磨
子

滝
谷
　
広
治

・
優
秀
役
員

・
模
範
会
員
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市内に居住されている概ね65歳以上の独り暮らしの方と
高齢者世帯です。
○掃除・洗濯・布団干し・食事の支度・買い物
○カーペットの敷き替え・電球、蛍光灯の取替え
○花、植木の水遣り・衣類の入替え・お墓周辺の除草、掃除など

支援対象者

支 援 内 容

○1人当たりの作業時間が30分未満のお仕事は500円。
○60分未満のお仕事は、1,000円となります。利 用 料 金

30分以内で
行える

軽度の家事なら
ワンコインで
OKです。

30分以内で
行える

軽度の家事なら
ワンコインで
OKです。

（月～金  9：00～ 16：00）

高齢者生活支援事業

高齢者生活支援 専用電話  ☎23-1051

日常生活でお困りの方
 　　一度、ご相談ください。
日常生活でお困りの方
 　　一度、ご相談ください。
日常生活でお困りの方
　　 一度、ご相談ください。
日常生活でお困りの方
　　 一度、ご相談ください。

生活支援の対象者は、北名古屋市内に居住されている概ね65歳以上の独り暮ら
しの方と高齢者世帯です。高齢者の多くは、住み慣れた地域で、ずっと暮らし続け
たいと願っておられます。けれども年齢を重ねると、この間まで出来ていた事が出
来なくなったり、病気やケガがきっかけで身体機能が低下して、不自由な事が多く
なったりします。地域に住む方たちが、お互いに自分のできる援助を提供し合い、支
え合っていく考えから、この事業は始められました。
この事業に参加を希望された会員の方々が、何らかの支援を必要とする方の援
助をさせて頂きます。連絡があればコーディネーターが訪問し、どんな支援が必要
か判断し、会員に伝えて困り事を解決します。今後ますます高まるニーズに応えて
いくためには多くの会員の方々の協力が必要です。どうぞ、よろしくお願いします。

平成27年７月に地域の皆様の憩いのオアシスとして、東支所内の一角に「喫茶あ
けぼの」をオープン致しました。
この仕事に従事する会員の方々には、売上げから必要経費を差し引いた金額を
就業数割にして配分金として支払われています。決して、高額な報酬ではないと理
解された上でボランティア精神を持った方々が、３回の研修会を経て「身だしなみ」
「おもてなしの心・表情」「言葉遣い」を基本理念におき、居心地の良い人々にくつ
ろぎのひと時をもたらす場でありたいと現在、14名の会員の方々が午前・午後の二
交代制で活躍されています。
私達コーディネーターは、この会員の方々が、明るく楽しく働ける場であり、働く
ことに生きがいを持っていただき一人ひとりが、喫茶店のオーナーであることを理
解され自立されることを願い、お手伝いさせて頂いています。
暖かいものが恋しい季節がら「喫茶あけぼの」スタッフ一同、《あったかーい飲み
物》をご用意して、地域の皆様のご来店をお待ちしております。

生活支援
コーディネーター

石原 幸世

生活支援
コーディネーター

牧野 慶子

平成28年１月１日（第19号）
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ふれあい農園部会 
会員募集中

今
年
度
か
ら
四
つ
目
の
独
自
事
業
と
し
て
「
高
齢
者
生
活
支

援
部
会
」
を
立
上
げ
、
続
い
て
七
月
一
日
、
東
支
所
内
に
「
喫
茶

あ
け
ぼ
の
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

「
高
齢
者
生
活
支
援
部
会
」
は
、
市
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る

六
十
五
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
の
方
と
高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
、

ワ
ン
コ
イ
ン
（
五
百
円
）
で
三
十
分
以
内
の
簡
単
な
支
援
を
し
て

い
ま
す
。「
喫
茶
あ
け
ぼ
の
」
で
は
、
モ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
と
軽

食
も
は
じ
め
ま
し
た
。
会
員
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お

待
ち
し
て
し
て
お
り
ま
す
。
　
　  

広
報
委
員
長
　
野
口
　
邦
夫

イチジク・枝豆・さつま芋・じゃが芋・小松菜・法蓮
草・ネギ・キャベツなどを栽培しています。収穫後の野菜
は、地産地消の実践として会員さんや農協、「食のアウトレッ
トモール北名古屋」、「喫茶あけぼの」などへ出荷しています。
現在、30名余りの会員さんが、夏場は午前６時から、冬場は
午前７時から３時間ほど、皆でおしゃべりしながら、楽しく
作業しています。

農業を就業の場としたい方 ・ 農業に興味のある方

是非ご参加ください！

公益社団法人 北名古屋市シルバー人材センター

小松菜の種蒔き 枝豆収穫後の仕分け作業
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